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３．防災まちづくり～神戸の事例から～ 

神戸市長田区駒ヶ林 1丁目南部地区 

 

有限会社スタヂオ・カタリスト代表取締役 

松原： 

私は元々京都出身なのですが、仕事で神戸の方に

来まして、その後、阪神・淡路大震災にあい、復興

のまちづくりをお手伝いするなかで、まちづくりの

専門家として、木造密集市街地の再生に取り組ませ

ていただいております。私はそれとは別に、京都の

方でも 2地区、防災まちづくりを担当させていただ

いております。京都の皆さんと防災まちづくりを一

緒に進めさせていただいていて、強く感じますのは、

京都の皆さんの自治に対する思いや組織の強さでご

ざいます。これはかなり神戸と違うところで、京都

の皆さんの誇れるところではないかと、日々感じて

おります。今日はこれまで私が一緒に十数年進めて

まいりました神戸の事例をご紹介し、参考にしてい

ただければとお話させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が担当していますのは、駒ヶ林地区といいます。

神戸の長田区の南の端になります。阪神・淡路大震

災の時に「まちが燃えています！」というヘリコプ

ターからの映像を見られたかと思いますが、それは

もっと北の方でして、北の方は一面焼け野原になり、

その後まちの再建が進みましたが、その周辺は幸い

にも燃え広がらなかったこともあり、大規模なまち

の再生はされず、基本的には自力再建が中心になっ

た地域になります。ということは古い木造の建物が

密集し、狭い路地がいっぱいあるという状況は残さ

れたまま、災害に強いまちにするにはどうすればい

いのかということで、取組を皆さんと一緒に進めて

まいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が取り組んでおります駒ヶ林１丁目南部という

所ですが、道に特徴があります。法律に則った道は

青で示した所ですが、オレンジ色の所が道ではない

道（私有地）であり、今後建替えが進んで、道を塞

がれても文句は言えないという非道路になります。

普段は生活道路としてよく使われている道なのに、

塞がれる可能性がある。さらにこの地域は路地のま

ちであり、車が入ってこない、住みやすい、おじい

ちゃんやおばあちゃんが安心して歩ける、車いすで

も安心して通れる、子どもの遊び場にもなる、そう

いう良い路地の環境が残っています。そういうまち

の防災性を高めることと、路地が持っているまちの

価値をどう残していこうかというなかから、話が進

んでいったというところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは話し合いをしているところですが、神戸市

の場合は、市の人と地域の人と私のような専門家が

三者一体になって進めていく、つまり良い意味での

三角関係の中で、まちづくりを進めていくというや

り方になります。 

具体的に色んな事業を進めながらやっていくので

すが、そのうちの 1つに「まちなか防災空地整備事

業」として、空き地の防災広場化という事業がござ

います。震災後、火は出なかったものの、建物が潰 
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れたため空き地になっている所が、結構たくさんま

ちなかに残っています。そういう所にはゴミが捨て

られたリ、人がたむろしたり、雑草が生えたり、虫

がわいたりと、地域にとって迷惑な場所になってい

ました。それを神戸市さんが無料で借り受け、その

分は税金を安くして、整備費は市が出す。そして維

持管理し、日々使うのは地域の人という形で、まち

なかに防災広場をつくっていく仕組みになります。 

実はこれと同じような仕組みを京都市さんもお持

ちで、今日資料に配られている「まちなかコモンズ

整備事業」も同じような仕組みだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そういう広場ができて、自治会長さんが「この広

場を使って何かできないか」と始めたのが、年末の

餅つきです。これまでなかったイベントですが、防

災広場ができたことだし、餅つきをやろうと多くの

人が集まられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

せっかくの防災広場なのだから、子どもが訓練で

きるような事も餅つきの間にやってみようと、年に

一回、防災広場を使った防災の取組、そして人がつ

ながる仕組みが、このなかでだんだんできてきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう 1つ、路地の整備を、併せてやっております。

建築基準法では道幅が 4mないところは、次に建て替

える時、道の真ん中から 2ｍ下がって建てなさいと

いう決まりがあります。その基準となる線を建て替

える前から住民の皆さんで決めてもらったら、それ

に合わせて、道の舗装と雨水を流す側溝と上下水

道・ガスの埋設管を全額市負担で整備するという仕

組みで、事業に取り組んできました。これによって、

排水もよくなりますし、道の舗装もよくなりますし、

上下水道についても古いまちですので、裏から引い

ていた所があったのが、家の前から引けるようにな

ります。ということは土地の価値が上がりますし、

建替えも進みやすくなります。建替えが進むという

ことは、今の法律に則った防災性の高い建物に変わ

るということですので、長い目で見れば防災性の向

上に繋がっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

道を考えるプロセスは、できるだけ地域の方々に

ご参加いただいて、一緒に考えていきましたので、

出来上がった時は、防災広場の中でパーティを開催

しました。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000181002.html
http://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/page/0000181002.html
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「住民参加で道づくり」と言っています。ビー玉

を埋め込んでいるだけですが、ちょっとしたことで

も参加してもらうということです。「やすらぎ小路」

とありますが、六原でもされたように、路地の名前

をみんなで考え、決めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、いかなごのくぎ煮を食べているところで

す。路地ができた時はちょうど 3月末で、いかなご

のシーズンでした。しかもこの駒ヶ林地区は、正し

いかどうかはともかく、「いかなごのくぎ煮の発祥の

地や」と自分たちでは思っておられます（笑）。です

ので、それに合わせて、いかなごのくぎ煮の食べ比

べ大会をここでやろうじゃないかと近所のおばちゃ

んたちに出し合ってもらって、食べ比べをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような形で、広場が整備され、道が整備され

てきて、まちの形を大きく変えずに防災性を高めて

いくということを進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、もう少し地域全体のことを考えてはとい

うことで、皆さんで決めたのが「ひがっしょ路地の

まちづくり計画」というものです。 

これはコミュニティの基盤となる路地を保全しつ

つ、避難路を確保し、建物の防火性を高め、まちの

防災性を向上させ、建替えしやすい環境をつくる計

画です。つまり建築基準法という法律を柔軟に運用

していくことで、緩和と規制を地域に即して行い、

地域の独自性を保ちながら、まちの防災性を高めて

いくというものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは地域の人が集まって勉強会をした時の写真

ですが、難しいテーマを皆さんにわかってもらうた

めに、シールを貼ったり、旗上げをしたり、クイズ

をしたりなどしながら、お話を進めていきました。

右下の写真は、ここに住んでおられない土地家屋の

権利者さんにも集まってもらい、説明をしました。 

そうしてできたのがこの計画です。最終的に、地

域の皆さんの合意として、建築基準法で決められた

4ｍの道は一本だけで、他は全部１間半つまり 2.7ｍ

の道でよいということになりました。さらに道では

ない道に関しては、道沿いの権利者の方にお願いし 
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て、何とか今の道幅を守っていただくよう計画を定

めたということです。これは神戸市さんの条例を背

景にして、地域の皆さんで合意を重ねて、最終的に

は市が決定するというやり方で決められたものです。

避難経路を確保して、路地の雰囲気も守り、建替え

もしやすいという形になってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この計画ができた時に、ちょうど地元で高性能の

ノズル付きホースを手に入れられました。これは普

通の蛇口に繋いだら、普通の水道の水圧でも高性能

ノズルによって、2～3階まで水が届くというもので

す。これは初期消火に役に立つということです。こ

の辺は小さい家が多いので、庭がありません。そし

て家の前に植木鉢をたくさん並べておられる。その

植木鉢を日々お世話するのに、水道を家の前にもっ

てきておられるわけです。その家の前にある水道の

蛇口をいざという時は勝手に使わせて下さいという

協定を、皆さんでつくられました。たった 2日間で

す。それでできたのが「東所 路地のじゃぐち協定」

というもので、数字の書いてある所が蛇口の位置で、

円が描いてある半径はホースの長さで、概ね地域を

カバーできるということになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは計画ができた時の様子です。皆で計画の内

容を確認して、物干し竿をメートルがわりにして、

道幅を測ったり、子どもでも扱える高性能のノズル

を皆さんで体験したりしました。 

このようなやり方を、今は 1丁目でやりましたが、

6 丁目でもできました。さらに 3 丁目でもと、町内

会単位で広げていこうとしております。 

こういうことを通じて、防災について思いますの

は、普段やっていない事は災害時にもできないので、

普段からやっておかなければならないということと、

地域の皆さんとお話している時、よく話題に出るの

が、「住民の意識改革が必要だ」ということです。確

かに意識が変わらないと行動は生まれないという面

はあると思います。ではそのためには何が必要なの

かというと、参加型の防災まちづくりが大切だとい

うことです。自分が手を動かす、自分が話をする、

相手とコミュニケーションを取る、そういう参加の

仕組みが、実は意識を変えていく上で非常に重要で、

その参加の仕方には、訓練もあるでしょうし、祭り

もあるでしょう、ゲームもあるでしょう、ひょっと

したらいかなごのくぎ煮もあるかもしれない（笑）。

いろんな参加の形を作っていく必要があって、それ

は実は防災だけではなくて、地域の自治というもの

に繋がっていくのではないかと感じております。 

 

大島： 

神戸市の細街路の事業は、非常に先駆的で、実は

私も十年くらい前に、松原さんにここを案内してい

ただいた事があるのですが、今日お話しいただいた

取組はものすごい密度でしかも長い期間、展開され

ている取組だと思います。そもそものきっかけは神

戸市の制度を使った専門家派遣というところから始

まって、ハード事業を整備するというところで、松
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原さんのフィーが出ていたわけですね。 

松原： 

その通りです。神戸市さんでは 1985年くらいから

まちづくり条例ができて、その時からまちづくりの

専門家派遣という仕組みがあります。その専門家が

地域に派遣されて、地域の人と、あるいは行政と一

緒に考えながらやっていくというのは、もう震災前

から出来上がっていて、私もその流れの中で地域と

関係性をつくってきました。 

大島： 

細街路整備のハード部分だけでなく、ソフトの部

分についても、神戸市の制度として期待されている

ところはあるのでしょうか。 

松原： 

元々専門家派遣の仕組みは、都市計画の部局がつ

くられて、ハードの部分を対象としていたのですが、

ある時期からソフト的な部分に関しても、まちづく

りの専門家はたぶん使えると思われたように思いま

す。ですからまちづくりの専門家としてやっていた

人材が、例えば市民参画の部門、あるいは地域福祉

のような、別の領域に駆り出されるということが、

15年くらい前から始まったように思います。その時

に感じたのは、まちづくりというのはハードウェア

はもちろん、ヒューマンウェアを含めた総合的なも

のであるという認識を、大震災の後のまちづくりで

は皆さん経験しておられたので、ハード以外の部分

も対応していかれたのではないかと思います。 

 


